





















































のひとつに主題 問題がある。三十章の内容を分析す とき、特定の主題を設定して解釈すると、必ずその枠に収まらない例外章段が存在してしまう。つまり、いまだ確固とした主題が研究によって定められ いないということになる。　
本稿では本作品の主題を探るために、 『永代蔵』における『徒然草』の受容と内容反映の具体例を示すことで、近世前




























































い繋がりがある。前述した『徒然草』受容史の流れの中で、 『徒然草』の注釈書が教訓書へと変容した作品のひとつとして、 『長者教』の成立も含まれているとされている。そのような背景を考慮すると、 『永代蔵』副題の「大福」または「大福長者」は、 『徒然草』第二一七段の「或大福長者 いはく」を連想することができる。 刊行当時、金銀の儲け指南書、教訓書に対する関心と需要の高さを勘案すると、 「新長者教」の「長者教」の意味は、 『長者教』単体の書を指示すものではなく 金銀万能丸 を含め 多数の長者教訓書を総称して「長者教」と名付けた可能性もあり得るのである。さらに、 『永代蔵』巻六 五にも「金銀ある所にはあ 物がたり、聞き伝へて日本大福帳にしるし、末久しくこれを見る人のため なりぬべし」とあることから「大福新長者教」は「大福長者の教え」 「大福帳」 「長者教」 「長者の教え」と多数の意味が含まれていることが推測され　
また「新大福長者教」ではなく、 「大福新長者教」であるところに注目すると、 「新」の文字が「大福」と「長者教」の
間に位置することで、 「 徒然草 の大福長者の教えや長者教訓書 教えとは異なる い え」と解釈することも可能である。 『二十四孝』に対 る『本朝二十不孝』や『可笑記』に対する『新可笑記』 いった、表題を一見しただけで対比の作品が容易に想像される書とは異なる書といえる。ただし、一見しただけではわかりにくい表題も、深い意味があったからこそ、西鶴は『永代蔵 の副題に「大 新長者教」と命名 たのではないかと考えるのであ　
以上、西鶴が『永代蔵』執筆当時に『徒然草』の影響をどのような背景で受けたかを推測してみた。 『徒然草』は金儲
























































































































































































































































































からず」が挙げられる。 「分際相応」の重要性については、 『徒然草』第一三一段でも「分を知らずして強いて励むは、己れが誤りなり。貧しくて分を知らざれば盗み、力衰へて分を知らざれば病を受く」と語られている。西鶴は『永代蔵』に限らず、さまざまな作品中で華美になりすぎた町人の風情を憂える描写をしている。西鶴自身の思想背景に『徒然草』第一三一段と共感するものが存在したと考えら る。ここでも注釈書等とは異なり、 「分際相応」がいかに大切で、分を弁えない事がいかに愚かし かを西鶴が実際 見てい 「世の風儀」 諷刺描写することによって表現している。Ｃ．銭を（中略
（
君のごとく、神のごとく畏れ尊みて、従へもちゐることなかれ















































































































































































































































































































































































































































































































































る。しかし、 『永代蔵』において『徒然草』第二一七段については、兼好の意見 りも大福長者の五箇条に近い考えを取り入れているようにみ る。始末・倹約によって成功し 巻二の二「藤市」や巻四の五「樋口屋」など、大福長者の五箇
井原西鶴における『徒然草』の感得
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『徒然草』第一二三段無益のことをなして時を移すを、愚かなる人とも、僻事する人とも言ふべし。国のため、君のために、止むことを得ずして為すべき事多 。その余りの暇、幾ばくならず。思ふべし、人の身に止むことを得ずして営む所、第一に食ふ物、第二に着る物、第三に居る所な 。人間の大事、この三つには過ぎず。饑ゑず、寒からず、風雨に侵されずして、閑かに過すを楽しびとす。たゞし、人皆病あり。病に冒されぬれば、その愁忍び難 医療を忘るべからず。薬を加へて、四つの事、求め得ざるを貧しとす。この四つ、欠けざるを富めりとす この四つの外を求め営むを奢りとす。四つの事倹約ならば 誰の人か足らずとせん
　
第一二三段の「医療を忘るべからず」は 『徒然草』第二一七段大福長者の五箇条にはなかった項目である。 『永代蔵』





















































































































































































て『徒然草』本体の意味するところと 西鶴が感得したであろう思想を吟味し 逐次検証することを考察目的 した。　「二
　『永代蔵』における『徒然草』の受容」では、近世における『徒然草』の受容史を通して、 『永代蔵』刊行当時、
「金儲け教訓書」の関心が高かったことや 副題「大福新長者教」の解釈も含めて、 『長者教』単体の書だけではなく、多数の長者教訓書と『徒然草』の影響を受けている可能性を推察した。　「三
　『永代蔵』における『徒然草』内容反映の具体例」では、 『永代蔵』が 何を根底と 起筆されたも
のなのかを探るために、 『徒然草』と『永代蔵』 関連につい 具体例を挙げて考察した。 『永代蔵』刊行当時に『徒然草』がど ように解釈されているのか『徒然草』注釈書と『永代蔵』を比較することで、西鶴は読者に対し、わかりやす
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い物語へと変化させたのではないかと推察した。また、西鶴が『徒然草』第二一七段に対して、単に本文の注釈を目的とはしていない根拠として、物語の中に一般生活に密着し 現実を取り込んだと推測される事例を考察した。さらに、西鶴の考える人生の幸せの要素には、金銀や出世だけではなく、健康を優先し、子孫繁栄と長生きをするという項目も含まれている可能性を見いだした。　『徒然草』が注釈書から教訓書、模倣書と需要の変化の中で、西鶴はこれまでの注釈者が抱いた以上の内容を感受したと考える。教訓ではなく、人生の幸せとは何かを探求する精神を世に広めるため、日常にありそうな伝聞形式の挿話を混合し、 「金銀と健康どちらも偏ることなく持つことが大事である」という新しい方向性を見い した 推察する。　最後に、本稿では『永代蔵』における『徒然草』の受容と内容反映の具体例を明らかにすることで、 『徒然草』は『永

































































































































































































之「待漏院記」 、程正叔「視箴」 、李白「春夜宴桃李園序」を引用して、 「いわば「古文真宝に構えて」もっともらしく表現しておもしろさを生んでいる」と述べている。
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